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２．研究者氏名：若松 義雄 
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３．研究の狙い： 

神経系の構築には、発生過程における神経幹細胞の増殖とニューロンやグリアヘの分化が厳

密に制御されている必要がある。本研究では、神経幹細胞が非対称分裂をおこなうことによって

自己複製しながら分化した細胞を随時生み出しているのでは無いかと考え、細胞内因子の不等

分配について生化学的な解析やタイムラプス観察による解析をおこなった。 

 

４．研究結果： 

本研究により、分化制御因子であるNumbはTransitinタンパク質と直接結合すること、Transitin 

は細胞膜と相互作用する事や中間径フィラメントタンパク質であるVimentin とも結合することが明 

かとなり、Transitin が足場タンパク質としての役割を持っている事がわかった。さらに、分裂中の 

神経幹細胞でTransitin/Numb 複合体がいったん基底膜側に非対称に局在した後側方にスライド 

し、細胞質分裂とともに不等分配される事がわかった。 

 

５．自己評価： 

本研究期間において、ポスドクとともに精力的に研究活動を行ない、現在いわれている神経幹

細胞のふるまいが、大きく間違っている可能性を見い出した。また、これまでほとんどわかってい

なかった脊椎動物の非対称分裂に関して、重要な知見が数多く得られ、今後の展開も非常に楽し

みである。一方３年間とはかくも短いものであると、実感させられた。 

 

６．研究総括の見解： 

細胞の不均等分裂に焦点をしぼり、神経系においてその存在が想定されている幹細胞の確認

を実現するとともに、このような体性幹細胞の存在維持と分化方向決定の鍵を握る遺伝子発現機

構を遺伝子および分子レベルで明らかにしようと目指す。現在かなりの進展を見つつあるが、更

なる努力が必要な段階にある。ユニークな実験系と発想をもっていることから今後を期待したい。 
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